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研究成果の概要： 
 研究期間の間、和歌山県熊野灘で 4 頭、小笠原父島沖で 12 頭のマッコウクジラに加速
度計測型データロガーを装着した。これらのデータを解析したところ、海域間で採餌行動
に違いがあることが明らかとなった。また、両海域ではコミュニケーションに用いられる
音声であるコーダに差異があり、異なる家系群（クラン）が存在していることが明らかと
なった。このことから両海域の採餌行動の差異は、クランの違いによるものであり、特徴
的な採餌行動パタンは文化的なものである可能性が示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 
 マッコウクジラのメスは、いくつかの母
系の集合であるユニットと呼ばれる集団を
形成し、少なくとも数十年から多くの場合
一生の間１つのユニットの中で生活する。
マッコウクジラはパルス音のみを発し、そ
れをエコーロケションとコミュニケーショ
ンに用いる。コミュニケーション用の鳴音
はコーダと呼ばれ、４-２０のパルスで構

成されている。コーダは水面での社会行動
時に頻繁に発せられ、個体同士でコーダを
交換する事が普通である。コーダは構成す
るパルス数と間隔のパターンにより分類さ
れるが、それぞれのユニットごとによく発
するコーダが決まっており、これをコーダ
レパートリと呼ぶ。ユニットのコーダレパ
ートリを比較すると、類似したレパートリ
を持つユニットの集合が存在する。このよ
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うな集合は音声クランと呼ばれ、同一起源
を持つユニットの集まりと考えられている。
いくつかの音声クランが同所的に存在する
ことがあり、これらのクランは、同じ環境
をほぼ同時に採餌に利用しながらも、水面
での移動パターン、潜水の同調性、採餌効
率を表すと考えられる脱糞率に違いがある
ことが報告されている。このことは、クラ
ンは同じ餌環境にありながらも異なった採
餌行動を行うことを示唆している。このよ
うな行動パターンは、おそらく社会的学習
によりユニット個体の個体に伝達されてい
く、文化的な行動パターンであると考えら
れる。しかしながら、具体的に採餌行動が
どのように異なるのかは分かっていない。
そこで、本研究課題では、日本近海のマッ
コウクジラにおいて、音声クランを明らか
にすると同時にデータロガーにより採餌行
動を詳細に調査し、音声クランによる行動
パターンの違いを把握することを目的に研
究を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
 以下の 3 点を主たる目的とした。 
(1)日本近海におけるマッコウクジラの音
声クランの確認 
 これまで日本近海のマッコウクジラがど
のような音声クランに属しているのかにつ
いて全く知見がなかった。マッコウクジラ
のメスの群れが定期的に見られる和歌山県
熊野灘沖と小笠原諸島父島沖でコーダの録
音を行い、その特徴から、それぞれの海域
に生息する音声クランを明らかにする。 
(2)マッコウクジラの採餌行動における変
異の確認 
 和歌山県熊野灘沖と小笠原父島沖で、マ
ッコウクジラに加速度計測型データロガー
を装着し、採餌行動を詳細に解析し、その
地理的あるいはユニット間の変異を明らか
にする。 
(3)クランによる潜水行動の差異の確認 
 (1)(2)の結果を統合し、クランにより異
なっている採餌行動があるかを検討する。 
 
 

３．研究の方法 
(1)日本近海におけるマッコウクジラの音
声クランの確認 
和歌山県熊野灘沖と小笠原父島沖において、
小型船舶を利用して、曳航式ハイドロフォ
ンシステムにより、マッコウクジラの鳴音
を録音した。録音データから、コーダを抽
出し、クリック数とクリックス間隔を計測
した。クラスター解析により、各クリック
数のコーダをコーダタイプに分類した。海
域間でコーダタイプに差異があるかを検討
し、それぞれのコーダレパートリを他海域
で知られている音声クランのレパートリと
の比較した。また、個体識別データベース
から同一ユニットに属する個体を抽出し、
それぞれがどのようなコーダを良く発する
かを検討した。 
(2)マッコウクジラの採餌行動における変
異の確認 
 熊野灘沖と小笠原父島沖において、小型
船舶を利用して、吸盤装着型データロガー
タグの装着を行った。データロガーには、
水深、速度、水温に加えて 2軸加速度、あ
るいは 3軸加速度と 3軸地磁気が計測でき
るものを使用した。加速度データから、尾
びれの振動と体の傾きを分離し、体軸角度
を算出した。マッコウクジラは潜水の底部
において、遊泳速度を突然上げることがあ
り、これをバーストと呼ぶ。バーストはク
ジラが餌を発見して追尾していることを示
すものと考えられる。このバーストの頻度、
速度、バースト開始時の体軸角度を算出し、
熊野灘と小笠原海域で比較した。 
 
４．研究成果 
(1)日本近海におけるマッコウクジラの音
声クランの確認 
 熊野灘海域で 2004 年～2008 年に録音
された 77 時間 25 分 09 秒、小笠原海域で
1994 年～2008 年に録音された 154 時間
05 分 30 秒のマッコウクジラの音声データ
を解析した。クラスター解析によりコーダ
タイプを分類したところ、熊野灘海域で
1043 個、小笠原海域で 1549 個、計 89 タ
イプのコーダが見出された。コーダを構成



 

 

するクリックス数とコーダタイプは海域間
で異なっており（図 1）、同じクリックス
数のコーダの長さは小笠原の方が有意に長
かった。これらのことは、両海域に異なる
クランが生息するということを示している。 
個体識別データベースから熊野灘海域は１
つのユニット、小笠原海域は５つのユニッ
トが確認された。熊野灘海域のユニットで
多く見られたコーダタイプが、++1 タイ
プであったことから、このユニットは
++1/+1+1 クランに属すると考えられた。
一方、小笠原海域では、５個未満のクリッ
クス数で構成されたコーダタイプが多く見
られたことから、小笠原には Short クラン
が生息すると考えられた。しかし、小笠原
海域の一つのユニットは他とはかなり異な
るコーダタイプを発していたため、小笠原
には複数のクランが生息する可能性も示唆
された。 

 
図1 熊野灘海域、小笠原海域における codaタイプ
の頻度分布 

 
(2)マッコウクジラの採餌行動における変
異の確認 
 熊野灘海域でマッコウクジラ4頭から得
られた31.4時間の潜水データと、小笠原海
域で12頭から得られた116.8時間の潜水デ
ータを解析した。1潜水あたりのバースト回
数は、熊野灘で3.3±1.5回、小笠原で1.5±
1.0回と熊野灘の方が多くバーストを行っ
ていた。両海域の平均遊泳速度に大きな違
いはなかったが、熊野灘では、3.5m/s以上
に達するバーストを行なうことが小笠原に
比べて少なかった。一方、バースト時の合
計遊泳距離や持続時間は熊野灘の方がやや
長い傾向がみられた。バースト開始時の最

大加速度を比較したところ、両海域で差は
なかった。一方、減速度は小笠原海域の個
体の方が大きかった。バースト時の体軸角
度の比較から、熊野灘では、バーストの始
めに下向きに追いかけることが多かったが、
小笠原では水平に追いかけることが多かっ
た（図2）。このバースト方向の傾向はどの
年のどの個体にも同じように見られた。 
 

図2 小笠原と熊野灘におけるバースト開始時点にお
ける体軸角度の頻度分布 

 

(3)考察 
 熊野灘海域と小笠原海域のマッコウクジ
ラは、異なるクランに属することが明らか
となった。これまでこの両海域のマッコウ
クジラは同じ個体群に属するとされていた
が、これは否定された。また、熊野灘のユ
ニットが属すると考えられる++1/+1+1ク
ランは太平洋ではトンガで見いだされてお
り、トンガと共通のクランが日本近海に生
息することが明らかとなった。日本近海で
はマッコウクジラのクランについて全く知
見がなかったことを考えると、これらの結
果は大きな成果と言える。また、潜水デー
タの解析から、両海域で採餌行動に明瞭な
差異が見いだされた。マッコウクジラで採
餌行動（=バースト）の地理的な変異を明ら
かにしたのは、初めてのことである。本研
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究課題と平行して行ったエコロケーション
音の解析では、両海域で餌の発見率、発見
距離に差は見いだされていない。また、個
体や異なる年により、それぞれの海域で同
じ特徴が一貫して見られている。従って、
両海域の採餌行動の差異は、それぞれのク
ラン特有の行動パターンを反映している可
能性が高い。 
 環境要因を排除するために、同所的に存
在する音声クランの探索を行ったが、現時
点では、小笠原に周辺海域に二つのクラン
が存在する可能性が示唆されたものの、確
認はできていない。従って、採餌行動の差
異が両海域の環境の違いを反映している可
能性を排除できていない。今後、小笠原海
域で同所的に異なるクランが存在すること
を確認するとともに、それぞれに属する個
体の潜水行動データを得て、この可能性を
検証する必要がある。また、カメラロガー
等を用いて餌生物と捕食行動を直接観察し、
より詳細な採餌行動の差異を明らかにして
行くことが望まれる。 
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